
コミュニケーションのあり方の基本的な考え方

① 羽田空港の機能強化の必要性やその実現方策等について、できる限り多くの方々に知っ
て頂くよう努める

② 羽田空港の機能強化のプラス・マイナス面の影響を勘案しながら効果的な手法を選択し、
特にマイナス面の影響の大きな方々に対してより丁寧な対話を行う

③ 2020年東京オリンピック・パラリンピックまでの実現に向けた必要な施設整備、防音
工事の期間等も念頭に、対話を進める

④ 双方向的対話を通じ、より環境影響に配慮した方策を模索する

基本原則

羽田空港の機能強化は、首都圏だけでなく日本全体にとって不可欠であり、機能強化の
必要性やその実現方策等について、関係自治体の協力も得ながら、より多くの方々に
知って頂くように努める。
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